
第７回 アテネとスパルタ 

 

１ ポリスの発展 

 

 

 

・前 600年ころ、（       ）から金属貨幣が伝わると、商工業が盛んになり、

平民の暮らしも豊かになっていった。 

→平民も武器を買い、（             ）を組む（       ）

として戦争に参加した。 

 →貴族に対して、平民の参政権を要求するようになった。 

・またアテネの奴隷制度では、ほとんどが個人所有の家内奴隷であり 

総人口の３分の１にものぼったが、参政権は全く考慮されなかった。 

 

 

 

 

 

 

２ アテネ 

 

 

 

◆（      ）の立法 

・前 620年ころ、従来の慣習法を成文化した。 

 →貴族による法の独占を防ぎ、法律を公正で明確なものとした。 

 

◆（      ）の改革 

・この頃アテネの平民の中には、借金を抱えて（      ）に没落し、武器を買

えない人が増えていた。 

→戦争の際に主力となる重装歩兵が、集まらなくなってしまった。 

 →前 594年、ソロンは借金を帳消しにして債務奴隷を禁止し没落を防ごうとした。 

・財産に応じて市民を４等級に分け、富裕な平民に参政権を与えた。 

 ※これをソロンの（      ）という。 

                 

Ｙ 

 

 

・ポリスでは、自分の武器は自分で用意するという義務があったので、武器を自分

で買って戦争に参加できる貴族だけが、ポリスの政治をにぎっていた。 

 

・イオニア人が建設したポリスである（      ）は、前８世紀ころに、王政

から貴族政に移行し、アルコンと呼ばれる執政官がポリスを統治した。 

 

 

 

ソロン                                   

正確にはテトラドラクマ（４
ドラクマ）銀貨である。 
ラウレイオン銀山の銀が
多く利用された。 
銀貨に刻まれたふくろう
は、女神アテナの化身。 
 

ソロンは人格にすぐ
れ、改革に尽力した
が、結局うまくいかな
かった。 
失脚後は、オリエント
の各地を旅して、知
識を深めたという。 
 

重装歩兵は、密集し
て縦横に並び、盾に
よって防備を固め、槍
を突き出して突撃す
るという戦法をとっ
た。時代によって戦法
は改良された。 

アテネのドラクマ銀貨                    重装歩兵の密集隊形（ファランクス）                      重装歩兵 



◆（          ）の僭主政治 

・前 561年、クーデタによって政権を奪った。 

※このように非合法な手段で政権を奪った者を、（     ）という。 

・貧しい農民を保護するなどして市民の支持を得たので、彼の政権は 30 年以上続い

たが、息子のヒッピアスは無能だったために追放された。 

 

 

 

 

 

 

◆（          ）の民主政 

・10のデーモス（地区）から選ばれる五百人評議会を設けた。 

・前 508年、僭主の再登場を防ぐために、（        ）の制度を導入した。 

 

＜陶片追放制度＞ 

・僭主になりそうな人物の名前を、市民が（        ）という陶片に書いて

投票する制度である。 

・総得票数が 6000票を超えた場合、最多得票者は 10年間アテネから追放された。 

 

 

 

 

 

 

３ スパルタ 

 

 

 

 

 

①  スパルタ市民  …支配者であり、全員が戦士であった。 

②（        ）…下級市民であり商工業に従事したが、参政権はなかった。 

③（        ）…農業などに従事した奴隷で、たびたび反乱を起こした。 

 

 

 

 

・アテネと並ぶ有力ポリスとして、ドーリア人が建設した（      ）があった。 

・スパルタでは、（        ）が確立したとされる制度によって、少数のス

パルタ市民が多数の下級市民や奴隷を支配する特殊な体制をとっていた。 

・貨幣の使用は禁止され、他国との自由な行き来も禁止されていた。 

ペイシストラトス                                彫刻 

クレイステネス                              名前が書かれた陶片 

リュクルゴス                     現在のスパルタ                       走るスパルタの少女 

ギリシア語で「僭主」を
意味するティラノスは、
英語で「暴君」を意味
する tyrantの語源とな
った。ただしペイシスト
ラトス自身は、非常に
人気があった。 

ヒッピアスの弟ヒッパルコス
は、前 514 年に突然暗殺さ
れた。この事件を機に、ヒッ
ピアスは暴君へと変貌する
のである。なおこの彫刻
は、暗殺者二人を称えるた
めに作られたもの。 

貴族の出身で、ヒ
ッピアスを追放し
た後、アテネの実
権をにぎった。 
しかし彼自身も結
局追放されてい
る。 

誰の名前が書かれて
いるか、わかります
か？ 第８回のプリン
トに出てくる人です。 
仮に追放されたとして
も市民権や財産権は
保護された。 

スパルタの制度を
確立した人物とさ
れるが、伝説的な
人物であり、実在
は確認されていな
い。想像で彫刻が
作られている。 

スパルタの女性
は、丈夫な戦士を
生むために、体を
鍛えていた。 
スパルタの女性に
ついては、強烈な
エピソードが多い。 
 

スパルタでは、贅沢や
芸術が徹底的に排除
された。 
そのためスパルタがあ
った場所には、豪華な
建築物などは一切残
っていない。 


